作業賞与金とは（水野）
　作業賞与金とは簡単にいえば、刑務所での作業で発生する給料のことである。刑務所に入所すると強制的に刑務作業をすることになる。刑務作業の形態は「生産作業」「職業訓練」「自営作業（炊事・洗濯・営繕）」に分けられていて、この作業に対し、従事した受刑者には「作業賞与金」という日当のような賃金が与えられていた。基本的に刑務作業から得た収入のすべては国の収入として国庫に収められるので、受刑者に支払われる賞与金の性格としては就労に対しての賃金ではなく、国からの恩恵金的なものであり、奨励金的なものである。
　この作業賞与金は2007年に「刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律」（以下新法という）の施行によって作業報奨金として置き換えられた。作業報奨金は賞与金の場合と同様に、原則として釈放時に給与されるが、在所中に家族にあてて送金したり、所内生活で用いる物品の購入にあてたりすることもできる。ちなみに法務省によると、平成23年度の作業報奨金の一人一月あたりの平均額は約4700円となっているのに対し、平成22年度の刑務所作業収入は約47億円となっている。また、共生社会生活のページによると、平成18年度の予算額において収容に約500億円、受刑者に対して払う作業報奨金が年20億円、国選弁護の費用が約80億円、被留置者の食費などで90億円と、合計約700億円が収容等の費用として使われている。
私見
　学説によると、作業報奨金は低額すぎて作業奨励の意味もなく、受刑者の勤労意欲を高め、出所後の生活資金にあてるなど、報奨金の増額の必要性が主張されている。刑務所維持に多額の税金がかかっていることは現実的に問題だが、犯罪者の更生という観点からは、刑務作業で国が収める金額を減らし、作業報奨金として、受刑者に再分配する必要性があるのではないか。
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　報奨金upが必要と主張するならば、刑務所の労働による国の収入との具体的な数字の比較を行ってからにしてください。もちろん、その他諸々の経費との関係もわかると良いと思います。
　
